
今月の

TOPICS
くしまトピックス

　「道の駅くしま」の指定管理者である株式会
社海山社中と観光施設である「串間温泉いこ
いの里」および「都井岬観光交流館ＰＡＫＡ
ＬＡＰＡＫＡ（パカラパカ）」は、各施設を訪
れた観光客が市内を周遊するための仕組みづ
くりを具現化していくため、協議を行いまし
た。パカラパカで行われた協議には、海山社
中は堀口一樹社長、いこいの里は田熊昭支配
人、パカラパカは渡邊睦館長が出席。それぞ
れ運営状況などの情報共有やさらなる集客に
向けた具体策を話し合い、今後も連携を図っ
ていくことで一致しました。堀口社長は「今
後も連携してそれぞれの強みを生かした周遊
の仕組みづくりを一緒に行っていきたい」と
話していました。詳細については、２月号で
掲載を予定しています。

情報共有と連携による
相乗効果を図る12
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２
０
２
０
年
1
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
農
業
振
興
課
に
配
属
と
な
り
、

農
業
と
い
う
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
み
、

は
じ
め
て
触
れ
る
農
業
の
世
界
。
農
業
の

経
験
が
乏
し
い
な
ら
可
能
な
限
り
知
識
で

カ
バ
ー
し
よ
う
と
、
勤
務
後
は
コ
ツ
コ
ツ

と
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
培
っ
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
販
売
戦
略
な
ど

の
経
験
と
専
門
知
識
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
つ
つ
、
農
業
や
食
を
通
し
て
串
間

市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
き
、
偶

然
目
に
し
た
の
は
内
閣
府
で
進
め
る
国
家

認
定
制
度
の
ひ
と
つ
「
食
の
6
次
産
業
化

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
食
Ｐ
ｒ
ｏ
．)

」
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
農
業
や
食
に
関
す
る
お

仕
事
を
生
涯
か
け
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

農
業
生
産
、
食
品
加
工
な
ど
の
基
礎
知
識

か
ら
、
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
商
品

開
発
、
6
次
産
業
化
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
ま
で
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
と
な

る
幅
広
い
知
識
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
、

受
講
料
が
ま
ぁ
ま
ぁ
高
か
っ
た
の
で
す
が

「
こ
れ
は
投
資
」
と
思
い
切
っ
て
受
講
し

ま
し
た
。

　
約
3
カ
月
間
に
渡
り
、
週
2
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
を
受
講
し
、
講
座
後
に
は
必

ず
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
事
業
計
画
書
作
成
の
た

め
、
メ
ン
バ
ー
と
週
１
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
想
像
以
上
に
大
変
な

日
々
で
し
た
。
講
座
の
最
終
日
は
現
場
で

活
躍
し
て
き
た
プ
ロ
の
講
師
た
ち
の
前
で
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
事
業
計
画
書
の
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

は
「
串
間
フ
ル
ー
ツ
で
街
の
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
仮
想
の
事
業
プ
ラ
ン
と
し
て

道
の
駅
に
フ
ル
ー
ツ
の
新
規
事
業
を
出
店

し
、
観
光
客
の
誘
致
や
串
間
の
街
、
農
業

を
活
性
化
さ
せ
る
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行

い
、
見
事
3
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
通
し
て
、
将
来
の
た
め
に

自
分
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
何

か
を
考
え
て
日
々
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

本
当
に
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
出
会
え
た
講
師
陣
や
仲
間
た

ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
今
後

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎｏ
．45

甲
か

斐
い

 舞
まい

子
こ

さん

未
来
へ
の

種
ま
き

　
本
市
は
、
昨
年
12
月
に
宮
崎
県
内

で
初
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
近
年
、
豪
雨

や
猛
暑
な
ど
の
地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
る
異
常
気
象
が
世
界
的
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
や
９
月
の
台
風
10
号
な
ど
の
災
害

は
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
推
進
の
た
め
、
パ

リ
協
定
（
※
１
）
で
は
「
平
均
気
温

上
昇
の
幅
を
２
度
未
満
と
す
る
」
と

目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特
別

報
告
書
（
※
２
）
で
は
「
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
省
で
は
こ
う
し
た
目
標
の
達

成
に
向
け
て
、
全
国
の
自
治
体
へ

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
実
質
ゼ
ロ（
※
３
）を
目
指
す「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
表
明
を
呼

び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
今

後
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う

自
然
と
共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
※
１
）
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
２
０�

１
５
年
12
月
12
日
に
採
択
さ
れ
た
、

気
候
変
動
抑
制
に
関
す
る
多
国
間
の

国
際
的
な
協
定
。

（
※
２
）
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の

科
学
的
な
研
究
の
収
集
、
整
理
の
た

め
国
際
的
な
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た

政
府
間
機
構
が
、
２
０
１
８
年
10
月

８
日
に
発
表
し
た
報
告
書
。

（
※
３
）
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源
に
よ

る
排
出
量
と
、
森
林
な
ど
の
吸
収
源

に
よ
る
除
去
量
の
均
衡
を
達
成
す
る

こ
と
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て

～
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の 

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
～

問い合わせ先
総合政策課企画係

☎55 ‐ 1152

近近年年、、地地球球温温暖暖化化にに伴伴うう豪豪雨雨やや猛猛暑暑、、ままたた台台風風のの大大型型化化ななどどのの異異常常気気象象がが増増加加ししてて
おおりり、、今今後後、、災災害害等等がが頻頻発発化化・・激激甚甚化化すするるここととがが全全世世界界規規模模でで予予想想さされれまますす。。串串間間市市にに
おおいいててもも豪豪雨雨にによよりり河河川川がが越越水水をを起起ここしし、、大大ききなな被被害害がが発発生生ししてておおりり、、ここののよよううなな事事態態はは
「「気気候候変変動動」」ででははななくく「「気気候候のの異異常常事事態態」」とといいうう状状況況ででああるるとと考考ええてておおりりまますす。。

ここののよよううなな状状況況をを踏踏ままええ、、災災害害かからら人人々々のの生生命命・・財財産産、、ままちち、、自自然然のの生生態態系系をを守守るるたためめ、、
２２００１１５５年年にに合合意意さされれたたパパリリ協協定定でではは「「産産業業革革命命以以前前かかららのの平平均均気気温温上上昇昇のの幅幅をを２２℃℃未未
満満のの１１．．５５℃℃にに抑抑ええるるよようう努努力力すするる」」ととのの目目標標がが国国際際的的にに広広くく共共有有さされれままししたた。。そそししてて、、ここ
のの目目標標達達成成ののたためめににはは「「２２００５５００年年ままででににＣＣＯＯ２２のの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするる必必要要ががああるる」」
ととさされれてておおりりまますす。。

串串間間市市はは、、SDGｓｓのの理理念念をを念念頭頭にに掲掲げげ、、雄雄大大なな自自然然をを背背景景ととすするる風風力力発発電電、、木木質質ババイイ

オオママスス発発電電、、太太陽陽光光発発電電、、小小水水力力発発電電ななどどのの再再生生可可能能エエネネルルギギーー施施設設やや地地中中熱熱をを活活用用
ししたた施施設設のの整整備備もも進進んんででおおりり、、ここれれららをを活活かかししたた循循環環型型社社会会のの形形成成がが図図らられれるるここととにによよ
りり持持続続可可能能性性がが高高ままっってていいくくももののとと考考ええてておおりりまますす。。

将将来来のの安安全全・・安安心心なな暮暮ららししをを守守りり、、そそししてて、、災災害害にに強強くく自自然然ととのの共共生生ががででききるるままちちをを目目
指指しし、、２２００５５００年年ままででににＣＣＯＯ２２排排出出量量実実質質ゼゼロロににすするる「「ゼゼロロカカーーボボンンシシテティィ串串間間」」のの実実現現にに
向向けけ、、市市民民やや事事業業者者とと一一体体ににななっってて取取りり組組んんででいいくくここととををここここにに宣宣言言ししまますす。。

令令和和２２年年１１２２月月１１１１日日

串串間間市市長長 島島田田 俊俊光光

「ゼロカーボンシティ串間」を目指して
～２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼロ！！～

串間市ゼロカーボンシティ宣言
近近年年、、地地球球温温暖暖化化にに伴伴うう豪豪雨雨やや猛猛暑暑、、ままたた台台風風のの大大型型化化ななどどのの異異常常気気象象がが増増加加ししてて

おおりり、、今今後後、、災災害害等等がが頻頻発発化化・・激激甚甚化化すするるここととがが全全世世界界規規模模でで予予想想さされれまますす。。串串間間市市にに
おおいいててもも豪豪雨雨にによよりり河河川川がが越越水水をを起起ここしし、、大大ききなな被被害害がが発発生生ししてておおりり、、ここののよよううなな事事態態はは
「「気気候候変変動動」」ででははななくく「「気気候候のの異異常常事事態態」」とといいうう状状況況ででああるるとと考考ええてておおりりまますす。。

ここののよよううなな状状況況をを踏踏ままええ、、災災害害かからら人人々々のの生生命命・・財財産産、、ままちち、、自自然然のの生生態態系系をを守守るるたためめ、、
２２００１１５５年年にに合合意意さされれたたパパリリ協協定定でではは「「産産業業革革命命以以前前かかららのの平平均均気気温温上上昇昇のの幅幅をを２２℃℃未未
満満のの１１．．５５℃℃にに抑抑ええるるよようう努努力力すするる」」ととのの目目標標がが国国際際的的にに広広くく共共有有さされれままししたた。。そそししてて、、ここ
のの目目標標達達成成ののたためめににはは「「２２００５５００年年ままででににＣＣＯＯ２２のの実実質質排排出出量量ををゼゼロロににすするる必必要要ががああるる」」
ととさされれてておおりりまますす。。

串串間間市市はは、、SDGｓｓのの理理念念をを念念頭頭にに掲掲げげ、、雄雄大大なな自自然然をを背背景景ととすするる風風力力発発電電、、木木質質ババイイ

オオママスス発発電電、、太太陽陽光光発発電電、、小小水水力力発発電電ななどどのの再再生生可可能能エエネネルルギギーー施施設設やや地地中中熱熱をを活活用用
ししたた施施設設のの整整備備もも進進んんででおおりり、、ここれれららをを活活かかししたた循循環環型型社社会会のの形形成成がが図図らられれるるここととにによよ
りり持持続続可可能能性性がが高高ままっってていいくくももののとと考考ええてておおりりまますす。。

将将来来のの安安全全・・安安心心なな暮暮ららししをを守守りり、、そそししてて、、災災害害にに強強くく自自然然ととのの共共生生ががででききるるままちちをを目目
指指しし、、２２００５５００年年ままででににＣＣＯＯ２２排排出出量量実実質質ゼゼロロににすするる「「ゼゼロロカカーーボボンンシシテティィ串串間間」」のの実実現現にに
向向けけ、、市市民民やや事事業業者者とと一一体体ににななっってて取取りり組組んんででいいくくここととををここここにに宣宣言言ししまますす。。

令令和和２２年年１１２２月月１１１１日日

串串間間市市長長 島島田田 俊俊光光

「ゼロカーボンシティ串間」を目指して
～２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼロ！！～

串間市ゼロカーボンシティ宣言

パカラパカで協議を行う堀口社長（左）、
田熊支配人（中央）、渡邊館長（右）
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